
スマートフォンで読み取って
活用してください。
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政策提言に対する市長からの回答書（要旨）
１．住宅防音事業の補助対象地域等の拡大について

【提言】
　市街地のど真ん中に米軍普天間飛行場が存在し、同飛行場を離発着する航空機等の激しい騒音に
より、市民生活に大きな支障を来している実情を踏まえ、国に対し、住宅防音工事の対象となる環境
基準値の引き下げや住宅築年数条件を拡充し、補助対象地域が拡大されるよう要請していただきた
い。

【回答】
　米軍機による騒音被害につきましては、市内８ヵ所の騒音測定機による測定結果や市に寄せられ
る苦情等を通して状況把握し、沖縄防衛局をはじめとする関係機関に直接、抗議・要請を行っており
ます。また、併せて沖縄県軍用地転用促進・基地問題協議会（軍転協）の取り組みとして、毎年政府
に対し、住宅防音工事対象区域の拡大及び築年数条件の拡充を、中部市町村会の取り組みとして、令
和３年 12 月に沖縄防衛局長に対し、住宅防音工事対象の拡大をそれぞれ要請しているところであり
ます。
　しかしながら、夜間騒音は増加傾向にあるなど、市民の負担はすでに限界を超えたものとなってお
ります。
　騒音被害の軽減に向け、引き続き住宅防音工事対象区域の拡大など、要件の見直しや、航空機騒音
規制措置の厳格な運用を要請して行くとともに、抜本的解決に向け、市民の強い願いである普天間飛
行場の一日も早い閉鎖・返還と、速やかな運用停止をはじめとする危険性除去及び基地負担軽減の早
急な実現を粘り強く求めてまいります。
２．私道整備について

【提言】
　本市には、生活道路として利用されている私道が多く存在するが、老朽化等で修繕が必要となって
いる私道も多い。私道の整備に関しては、多くの利用者がいる現状の中、所有者負担による整備が難
しいことから、市による整備の実施や、補助の要望が多く寄せられている。
　他自治体の事例も踏まえ、また、整備を通して最も恩恵を受けるのは地域住民ではなく、交通利用
者と予想されることから、要請元の主体を誰とするのかも精査した上で、私道の整備に対する助成を
実施いただきたい。

【回答】
　私道の整備に対する助成につきましては、地域住民の皆様のお困りの実情に鑑み、取り組みを実施
している市町村の状況も確認しながら調査研究し、関係部署と協議調整を行い、次年度より実施でき
るよう取り組んでまいります。

市長より回答を受理
　本市議会において、議会基本条例第 10 条に基づ
き、本市議会９回目となる「議会報告及び市民との
意見交換会」を実施しました。その結果、99 件の市
政等に関するさまざまな御意見、御要望を頂き、市
議会として調査、協議を行った上で 10 月３日、市
長へ政策提言（以下記載の２件）及び申し送りいた
しました。そして、12 月５日、政策提言に対する
回答書を受理しました（下記参照）。今回の提言事
項につきましては、引き続き当局の対応を注視して
まいります。

★市議会ホームページから
　詳細をご覧いただけます。

市長より回答書を受理する正・副議長及び各委員長
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一 般 質 問
　今定例会は、23 名の議員から市政全般につい
て、多くの一般質問がありました。
　市の様々な課題等について、議員が提言も含
めて市に考えを聞く『一般質問』。各議員それぞ
れの切り口で市政を問います。

◎
議
員　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
を
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
市
長
部
局
所
管
施
設
に
二
十
台
、

教
育
委
員
会
所
管
施
設
に
三
十
九
台
、
消
防
施
設

に
三
台
、
各
自
治
会
事
務
所
に
二
十
三
台
、
合
計

八
十
五
台
設
置
し
て
い
る
。

◎
議
員　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
伴
う
三
角
巾
の
配
備
状

況
を
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
今
年
一
月
に
市
庁
舎
本
館
ロ
ビ
ー

に
三
角
巾
と
女
性
に
配
慮
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

の
チ
ラ
シ
を
一
緒
に
配
備
し
て
い
る
。
市
民
会
館
、

市
民
図
書
館
、
消
防
本
部
及
び
各
出
張
所
、
赤
道

児
童
セ
ン
タ
ー
、
長
田
児
童
館
の
計
七
カ
所
に
配

備
を
確
認
し
て
い
る
。

◎
議
員　
三
角
巾
の
配
備
状
況
を
確
認
し
た
の
は
、

特
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
場
合
、
女
性
が
倒
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
男
性
が
来
た
り
、
女
性
が
来
た
り

し
て
蘇
生
処
置
を
行
う
が
、
そ
の
と
き
周
り
に
は

群
衆
が
来
て
い
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
な

か
三
角
巾
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
女
性
に
し
っ
か

り
配
慮
で
き
、
骨
折
し
て
い
た
場
合
も
色
々
と
活

用
が
で
き
る
。
本
庁
で
管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
三
角
巾
を
配
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員　
本
員
の
住
む
野
嵩
一
区
に
お
い
て
、
野

嵩
橋
の
下
の
ほ
う
な
ど
は
、
歩
道
と
呼
べ
な
い
く

ら
い
雑
草
が
生
え
、
車
道
を
歩
か
な
い
と
い
け
な

い
状
況
も
あ
っ
た
が
、
歩
道
や
里
道
の
雑
草
の
草

刈
り
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
優
先
順
位
を
つ
け
て

管
理
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
雑
草
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特

に
優
先
順
位
と
い
う
の
は
設
け
て
は
な
く
、
歩
行

者
や
通
行
に
著
し
く
支
障
が
あ
る
場
所
に
お
い
て
、

優
先
的
に
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
市
内
に

お
け
る
雑
草
対
策
を
行
う
べ
き
箇
所
に
つ
き
ま
し

て
、
相
当
数
あ
る
と
い
う
こ
と
で
対
応
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員　
公
共
工
事
の
請
負
契
約
の
際
に
除
草
作

業
な
ど
を
絡
め
る
事
や
、
入
札
の
際
に
加
点
す
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
伺
う
。

◎
総
務
部
長 　
建
設
業
者
の
等
級
格
付
に
お
い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
業
者
へ
の
加

点
を
行
っ
て
い
な
い
。
地
域
貢
献
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
も
、
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
地
域
貢

献
の
種
類
や
評
価
基
準
等
、
他
市
の
導
入
事
例
等
、

発
注
部
署
と
の
協
議
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

その他の
主な質問

その他の
主な質問

【防災】市公共施設のＡＥＤ設置及び三角巾配備状況について

【環境】歩道・里道の雑草対策について

◎
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
小
中
学
校
休
日
で
も
使
用
可

能
な
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
市
道
宜
野
湾
十
一
号
へ
の
歩
行
者
用
夜

間
照
明
の
整
備
に
つ
い
て

◎
年
収
の
壁
百
三
万
円
の
変
更
に
伴
う
本

市
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

◎
学
童
・
保
育
園
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

◎
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

議会会議録はこちらから議会中継はこちらから

各議員の記事から一般質問の録画映像がご覧いただけます。（スマートフォンで読み取りください。）

伊波 一男 議員

嶺井 拓磨 議員

3 NO134.　ぎのわん市議会だより　令和 7 年 3 月 7 日



【経済】女性デジタル教育・就労支援事業の導入について

【建設】街区表示板の修繕及び活用について

【文化】野嵩第一公園や文化財などの環境整備について

その他の
主な質問

その他の
主な質問

その他の
主な質問

◎
議
員　
女
性
デ
ジ
タ
ル
教
育
・
Ｉ
Ｔ
研
修
講
座

の
令
和
七
年
度
導
入
へ
の
検
討
結
果
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
他
市
の
事
例
や
国
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
の
活
用
検
討
な
ど
の
調
査
等
を
行
っ
た
。

令
和
七
年
度
実
施
に
向
け
地
域
女
性
活
躍
推
進
交

付
金
を
活
用
し
、
市
内
在
住
の
女
性
を
対
象
に
デ

ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座
を
実
施
し
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

の
習
得
及
び
就
労
支
援
を
行
う
事
業
を
検
討
す
る
。

◎
議
員　
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

ど
の
程
度
の
人
数
枠
か
、
一
講
座
あ
た
り
の
実
施

期
間
等
の
概
要
な
ど
の
説
明
を
求
め
る
。

◎
市
民
経
済
部
長　
事
業
委
託
す
る
仕
様
書
作
成

を
検
討
し
、
文
書
作
成
、
表
計
算
等
の
基
本
的
な

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
習
得
し
た
方
を
対
象
に
、
デ
ジ
タ

ル
分
野
で
就
労
で
き
る
人
材
育
成
に
努
め
る
。

◎
議
員　
本
市
の
女
性
デ
ジ
タ
ル
就
労
支
援
事
業

は
、
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業
と
の
併
用
が

可
能
か
ど
う
か
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
内
容
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、

実
施
要
綱
と
照
ら
し
合
わ
せ
可
能
か
判
断
す
る
。

◎
議
員　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
事
業
と
の

併
用
の
御
検
討
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

◎
議
員　
街
区
表
示
板
と
は
縦
長
の
青
い
看
板
の

こ
と
で
あ
る
が
設
置
目
的
と
背
景
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
本
市
で
は
昭
和
五
十
九
年

十
一
月
よ
り
新
城
地
区
よ
り
行
っ
て
い
る
。
地
域

住
民
や
来
訪
者
へ
分
か
り
や
す
く
正
確
な
住
所
案

内
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

◎
議
員　
四
十
年
ほ
ど
経
つ
が
、
も
ら
い
さ
び
や

文
字
消
え
、
鋭
利
な
刃
物
の
様
に
亀
裂
や
剥
離
が

あ
る
。
歩
行
者
に
は
大
変
危
険
な
状
態
で
あ
り
改

善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
商
工
会
か
ら
要

請
の
あ
る
市
内
業
者
発
注
で
あ
る
の
か
、
在
庫
や

予
算
確
保
に
つ
い
て
も
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
議
員
よ
り
写
真
も
頂
き
、
危

険
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
速
や
か
に
現
場
確
認
も

行
い
、
取
替
え
な
ど
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。
予

算
は
一
枚
約
三
千
円
の
五
枚
分
を
確
保
し
て
い
る
。

発
注
業
者
は
九
州
地
区
の
県
外
業
者
で
あ
る
。

◎
議
員　
建
設
部
や
商
工
会
と
県
内
の
受
託
業
者

等
の
情
報
を
共
有
し
、
企
業
の
地
域
貢
献
や
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
を
参
考
に
す
る
な
ど
、
少
な
い

予
算
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員　
野
嵩
地
域
に
あ
る
指
定
文
化
財
や
拝
所

の
保
護
・
活
用
の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
教
育
部
長　
「
ち
な
ひ
ち
も
う
い
」
な
ど
の
無

形
民
俗
文
化
財
が
あ
り
区
民
か
ら
愛
さ
れ
大
切
に

保
護
・
継
承
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
括
交
付
金
で

歴
史
文
化
遺
産
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
文
化
財
整
備

の
機
運
を
高
め
る
た
め
講
座
も
開
催
し
て
い
る
。

◎
議
員　
野
嵩
第
一
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
完
了
予
定
は
い
つ
か
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
野
嵩
第
一
公
園
事
業
完
了
は
、
令

和
八
年
度
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
補
助
金
の

減
額
の
影
響
も
あ
り
完
了
予
定
は
延
び
る
と
考
え

て
い
る
。
早
期
整
備
完
了
に
向
け
、
用
地
取
得
や

県
へ
の
補
助
金
満
額
要
求
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
野
嵩
第
一
公
園
予
定
地
の
ウ
ガ
ン
ヌ
カ

タ
と
石
畳
道
を
並
行
し
整
備
工
事
が
可
能
か
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
ウ
ガ
ン
ヌ
カ
タ
の
拝
所
が
あ
る
野

嵩
第
一
公
園
は
未
買
収
の
用
地
が
残
っ
て
お
り
、

野
嵩
ス
デ
ィ
バ
ナ
ビ
ラ
石
畳
道
の
保
存
整
備
工
事

と
同
時
期
の
整
備
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

◎
議
員　
ウ
ガ
ン
ヌ
カ
タ
は
地
域
に
残
さ
れ
た
大

切
な
拝
所
な
の
で
整
備
を
急
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

◎
が
ん
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

◎
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
つ
い
て

◎
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

◎
自
治
会
活
動
応
援
に
関
す
る
事
業
に
つ

い
て

◎
既
存
公
園
の
公
民
連
携
に
つ
い
て

◎
乳
幼
児
の
「
命
と
健
康
を
守
る
」
た
め

の
寄
り
添
い
支
援
体
制
に
つ
い
て

◎
公
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
に
つ
い
て

岸本 一德 議員

松田 朝仁 議員

屋良 千枝美 議員
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その他の
主な質問

その他の
主な質問

【地域】地域の未来を創るための自治会運営の課題と可能性について

【教育】小中学校給食費無償化と給食費値上げについて

その他の
主な質問

◎
議
員　
本
市
で
管
理
し
て
い
る
公
園
は
全
体
で

何
か
所
あ
る
の
か
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
市
内
に
お
い
て
全
体
で
四
十
一
か

所
の
公
園
が
あ
る
。

◎
議
員　
市
民
に
と
っ
て
、
公
園
に
は
ど
の
よ
う

な
役
割
が
あ
る
の
か
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
公
園
は
、
幅
広
い
年
齢
層
が
活
動

す
る
空
間
や
憩
い
の
場
を
形
成
し
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
健
康
の
維
持
や
増
進
に
寄
与
す
る

な
ど
、
多
様
な
活
動
の
場
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

◎
議
員　
公
民
連
携
の
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

は
、
事
業
者
か
ら
公
園
活
用
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

ど
の
公
園
で
も
事
業
提
案
が
可
能
な
の
か
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
都
市
公
園
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

公
募
設
置
管
理
制
度
は
、
公
園
利
用
者
等
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
民
間
事
業
者
の
調
査
を
実

施
し
、
実
現
性
の
高
い
公
募
条
件
の
設
定
が
で
き

れ
ば
、
活
用
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

◎
議
員　
本
市
も
公
園
の
公
民
連
携
事
業
に
商
工

会
と
連
携
し
、
夢
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員　
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
の

評
価
報
告
書
に
あ
る
五
年
間
の
検
証
・
評
価
に
基

づ
き
、
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
三
つ
の
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
一
つ
目
は
、
情
報
収
集
発
信

で
自
治
会
や
市
民
団
体
の
取
組
を
市
民
に
広
く
伝

え
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
中

間
支
援
機
能
組
織
の
研
究
で
市
民
団
体
が
活
動
す

る
際
、
必
要
な
情
報
を
一
元
的
に
提
供
し
、
多
様

な
団
体
同
士
を
つ
な
ぐ
役
割
の
中
間
組
織
の
育
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。三
つ
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

支
援
は
、
地
域
で
活
動
す
る
若
者
を
増
や
す
こ
と

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
促
進
、そ
し
て
人
と
組
織
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
を
必
要
と
し
て
い
る
。

◎
議
員　
自
治
会
加
入
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

地
域
を
つ
な
げ
て
い
く
の
は
地
域
防
災
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
自
治
会

が
主
体
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ

る
テ
ー
マ
ご
と
に
集
ま
れ
る
形
を
作
る
の
が
重
要

で
、
行
政
に
は
つ
な
が
り
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員　
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
に
向
け
て
、

対
応
を
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
県
市
長
会
等
か
ら
県
へ
知
事
公
約

の
全
額
県
負
担
の
実
現
を
要
請
し
、
そ
の
対
応
を

注
視
し
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
た
い
。

◎
議
員　
予
算
編
成
時
の
対
応
を
伺
う
。

◎
指
導
部
長　
県
は
次
年
度
の
中
学
校
給
食
費
の

予
定
額
等
の
調
査
を
実
施
し
、
令
和
七
年
一
月
に

補
助
金
交
付
要
綱
を
策
定
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

◎
議
員　
小
学
校
が
四
千
三
百
円
か
ら
五
千
四
百

円
、
中
学
校
が
四
千
九
百
円
か
ら
六
千
百
円
に
な

り
、
給
食
費
が
約
二
五
％
値
上
げ
す
る
理
由
を
伺

う
。

◎
指
導
部
長　
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等

で
食
品
価
格
が
高
騰
し
、
献
立
の
維
持
が
困
難
と

な
っ
た
た
め
、
教
育
委
員
会
で
決
定
し
た
。
保
護

者
説
明
会
を
二
月
に
予
定
し
て
い
る
。

◎
議
員　
給
食
費
値
上
げ
は
保
護
者
の
理
解
を
得

る
の
は
厳
し
い
と
考
え
る
。
中
学
校
ま
で
助
成
す

る
い
い
機
会
だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
県
の
対
応
を
見
定
め
、
対
応
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
沖
縄
県
民
体
育
大
会
へ
出
場
す
る
宜
野

湾
市
代
表
選
手
へ
の
支
援
に
つ
い
て

◎
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

◎
地
域
防
災
力
向
上
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー

の
活
用
と
自
主
防
災
会
の
強
化
に
つ
い
て

◎
開
通
予
定
の
市
道
喜
友
名
二
三
号
に
お

け
る
安
全
確
保
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

◎
普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
許
さ
ず
即

時
運
用
停
止
と
県
民
・
市
民
が
求
め
る
辺

野
古
新
基
地
建
設
断
念
に
つ
い
て

◎
水
道
料
金
値
上
げ
等
に
つ
い
て

【まちづくり】既存公園の公民連携について

棚 原　明 議員

知名 康司 議員

我如古 盛英 議員
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【まちづくり】大山地区土地区画整理事業について

【基地】基地行政について

【地域】普天間基地から派生する騒音被害の対応方について

その他の
主な質問

その他の
主な質問

◎
議
員　
令
和
六
年
度
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
既
存
住
宅
エ
リ
ア
の
地
権
者
を
対

象
に
説
明
会
の
開
催
及
び
意
向
調
査
、
並
び
に
開

発
事
業
者
及
び
営
農
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実

施
し
た
。
地
権
者
の
代
表
者
を
対
象
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
勉
強
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
庁
内
調
整

を
経
て
二
月
に
第
二
回
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
、
三

月
に
は
全
地
権
者
対
象
の
説
明
会
を
開
催
し
施
行

地
区
、
施
行
主
体
を
決
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

◎
議
員　
地
権
者
を
対
象
と
し
た
全
体
説
明
会
に

佐
喜
眞
市
長
が
参
加
し
、
地
権
者
へ
の
区
画
整
理

事
業
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
取
組
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

◎
市
長　
当
該
地
域
は
多
様
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
施

設
等
が
集
積
し
、
西
海
岸
地
域
の
公
益
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
が
位
置
づ
け
さ
れ
、
西
海
岸
道
路
や

宜
野
湾
横
断
道
路
が
計
画
さ
れ
て
い
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
で
あ
る
た
め
、
早
期
事
業
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
三
月
の

全
体
説
明
会
へ
可
能
な
限
り
参
加
し
、
地
権
者
の

方
々
へ
の
説
明
並
び
に
御
了
承
を
得
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
令
和
六
年
十
一
月
十
五
日
、
上
大
謝
名

自
治
会
地
域
無
線
放
送
研
究
会
よ
り
行
わ
れ
た
要

請
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
要
請
行
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
騒

音
被
害
の
大
き
い
上
大
謝
名
地
域
に
お
い
て
は
多

く
の
住
宅
が
窓
を
閉
め
切
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
防
災
情
報
や
市
、
自
治
会
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
放
送
す
る
防
災
行
政
無
線
が
十
分
に
聞
き

取
れ
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
戸
別
受
信
機
の
設

置
に
つ
い
て
の
要
請
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員　
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

◎
基
地
政
策
部
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か

ら
、
上
大
謝
名
地
域
の
皆
様
に
対
し
騒
音
が
生
活

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
。

◎
議
員　
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り
に
く

い
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
音

量
を
上
げ
る
対
応
や
、
内
容
を
電
話
に
て
確
認
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
等
、
対
応
可
能
な
部
分
を

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
普
天
間
基
地
の
主
な
機
能
に
つ
い
て
伺

う
。

◎
基
地
政
策
部
長　
主
な
機
能
と
し
て
、
ヘ
リ
部

隊
に
よ
る
海
兵
隊
陸
上
部
隊
の
輸
送
機
能
、
空
中

空
輸
機
の
運
用
機
能
、
緊
急
時
に
お
け
る
航
空
機

を
受
け
入
れ
る
基
地
機
能
が
あ
る
。

◎
議
員　
閉
鎖
、
返
還
ま
で
の
危
険
性
除
去
に
つ

い
て
、
空
中
空
輸
機
は
、
二
〇
一
四
年
岩
国
基
地

へ
移
駐
し
て
お
り
、
緊
急
時
の
航
空
機
受
け
入
れ

も
、
本
土
の
自
衛
隊
へ
の
移
転
を
予
定
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
危
険
性
除
去
の
早

期
の
取
組
と
し
て
、
輸
送
機
能
訓
練
等
が
行
わ
な

け
れ
ば
、
早
期
の
危
険
性
除
去
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
見
解
を
伺
う
。

◎
基
地
政
策
部
長　
輸
送
機
能
を
継
続
す
る
た
め

の
訓
練
等
が
行
わ
な
け
れ
ば
、
危
険
性
除
去
や
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
訓
練
移
転

は
、
重
要
な
取
組
で
あ
る
。
今
後
も
訓
練
移
転
の

頻
度
を
増
や
す
な
ど
、
目
に
見
え
る
形
で
市
民
の

負
担
軽
減
に
な
る
よ
う
、
日
米
両
政
府
に
対
し
て

求
め
て
い
く
。

◎
議
員　
強
く
両
政
府
へ
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

◎
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

◎
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

◎
年
収
百
三
万
円
の
壁
見
直
し
に
よ
る
市

へ
の
影
響
に
つ
い
て

その他の
主な質問

◎
公
園
整
備
に
つ
い
て

◎
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
日
本
一

に
対
す
る
本
市
の
取
組
に
つ
い
て

◎
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
の
推
進
に
つ
い
て

石 川　慶 議員

宮 城　優 議員

山城 康弘 議員
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その他の
主な質問

その他の
主な質問

【福祉】高齢者の移動手段の支援について

【選挙】公職選挙法の遵守について

【観光】宜野湾マリーナで開催されるカジキ釣り大会の後援について

その他の
主な質問

◎
議
員　
県
内
で
よ
く
見
ら
れ
る
公
職
選
挙
法
違

反
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
伺
う
。

◎
選
挙
管
理
委
員
長　
の
ぼ
り
や
横
断
幕
等
は
、

数
量
や
設
置
場
所
に
よ
り
規
制
の
対
象
と
な
る
。

◎
議
員　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
の
ぼ
り
が
違
反

か
、
法
定
ビ
ラ
の
頒
布
の
違
法
を
具
体
的
に
伺
う
。

◎
選
挙
管
理
委
員
長　
政
治
活
動
用
の
ぼ
り
旗
の

認
め
ら
れ
る
要
件
と
し
て
、
弁
士
が
二
人
以
上
で
、

弁
士
の
記
載
部
分
の
面
積
が
純
然
た
る
政
党
部
分

の
面
積
を
超
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
個
人
の
ぼ
り

に
つ
い
て
は
、
政
治
活
動
の
た
め
の
演
説
会
に
類

す
る
会
場
に
お
い
て
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

街
頭
演
説
で
は
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
住
宅

や
道
路
等
に
お
い
て
も
掲
示
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
選
挙
用
ビ
ラ
に
つ
い
て
は
、
新
聞
折
り
込
み
、

選
挙
事
務
所
内
、
個
人
演
説
会
の
会
場
内
、
街
頭

演
説
の
場
所
に
お
け
る
頒
布
の
方
法
に
限
ら
れ
る
。

◎
議
員　
私
ど
も
議
員
は
、
行
政
行
為
に
対
し
て

法
令
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
監
視
す
る
立
場
で
あ
る
。

そ
の
私
た
ち
が
法
令
を
遵
守
し
て
い
な
け
れ
ば
お

か
し
い
。
県
内
の
選
挙
運
動
に
対
し
て
一
石
を
投

じ
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
行
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

◎
議
員　
移
動
手
段
に
困
り
事
の
あ
る
高
齢
者
や

免
許
返
納
者
へ
の
移
動
手
段
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
支
援
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
高
齢
者
の
方
々
の
移
動
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
は
、
社
会
的
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
今
年
度
は
新
た
な
移
動

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
検
討
を
目
的
と
し
た
調
査
事
業

に
着
手
し
た
。

◎
議
員　
二
〇
二
五
年
問
題
が
翌
年
と
な
り
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

◎
建
設
部
長　
今
後
の
取
組
と
し
て
、
新
た
な
交

通
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
証

運
行
を
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

◎
健
康
推
進
部
長　
免
許
返
納
者
も
含
め
て
高
齢

者
が
外
出
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
の
観
点
か
ら
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。
関
係
課
と
連
携
し
な
が
ら
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
充
実
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

◎
議
員　
宜
野
湾
マ
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
カ
ジ

キ
釣
り
大
会
に
協
力
し
て
い
る
か
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
開
催
地
代
表
と
し
て
市
長
よ

り
御
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◎
議
員　
実
施
計
画
に
は
、
地
域
住
民
と
の
交
流

を
促
進
し
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
や
地
域
の
未

来
の
貢
献
を
目
指
す
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
大

会
運
営
の
方
々
と
意
見
交
換
会
を
行
い
、
ど
の
よ

う
に
本
市
を
盛
り
上
げ
て
い
く
か
話
し
合
い
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
意
見
交
換
の
機
会
が
あ
れ
ば
、

市
と
し
て
協
力
し
て
い
け
る
こ
と
は
検
討
し
た
い
。

◎
議
員　
こ
の
大
会
を
本
市
が
い
い
意
味
で
利
用

す
る
と
子
供
達
の
将
来
の
た
め
に
つ
な
が
る
と
思

う
た
め
、
も
っ
と
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
見
解
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
次
回
大
会
に
向
け
、
大
会
側

運
営
の
方
の
話
を
聞
き
、
ま
た
担
当
課
と
一
緒
に

な
り
情
報
交
換
を
行
い
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で

き
る
の
か
詰
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
う
。

◎
議
員　
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

◎
学
校
給
食
に
お
け
る
二
次
調
理
食
の
提

供
に
つ
い
て

◎
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

◎
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

◎
社
会
福
祉
協
議
会
の
移
転
後
の
跡
地
に

つ
い
て

◎
宜
野
湾
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て

◎
組
踊
「
銘
苅
子
」（
は
ご
ろ
も
伝
説
）
公

演
に
つ
い
て

◎
市
道
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

◎
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て

上里 広幸 議員

又 吉　亮 議員

知念 秀明 議員
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【防犯】特殊詐欺から市民を守る広報活動について

【まちづくり】統合される施設（保健相談センター、社協）の跡地について

【建設】市道喜友名 23 号の整備状況について

その他の
主な質問

その他の
主な質問

その他の
主な質問

◎
議
員　
近
年
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
特
殊
詐
欺

に
つ
い
て
、
市
民
が
被
害
者
と
な
っ
た
事
件
、
被

害
額
な
ど
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
本
市
の
七
十
代
女
性
宅
に
役

所
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
、
医
療
費
の
払
戻
し
が

あ
る
と
電
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
金
融
機
関
職
員

を
名
乗
る
男
が
女
性
宅
を
訪
れ
、
暗
証
番
号
を
聞

き
出
し
、
現
金
百
万
円
が
引
き
出
さ
れ
た
預
貯
金

詐
欺
が
あ
っ
た
。
県
内
で
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
状

況
は
、
令
和
六
年
十
月
末
時
点
で
二
百
三
件
、
約

十
三
億
二
千
六
百
万
円
で
あ
り
、
令
和
五
年
と
比

較
し
て
格
段
に
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

◎
議
員　
還
付
金
詐
欺
な
ど
か
ら
市
民
を
守
る
啓

発
活
動
な
ど
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
役
所
玄
関
前
に
て
特
殊
詐
欺

被
害
の
注
意
喚
起
の
チ
ラ
シ
配
布
、
悪
質
商
法
や

還
付
金
詐
欺
に
関
す
る
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員　
若
い
人
が
闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
な
い
た

め
の
啓
発
活
動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長　
闇
バ
イ
ト
は
犯
罪
で
あ
り
、

加
担
し
た
場
合
で
も
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
で
本

人
や
家
族
を
保
護
す
る
周
知
文
書
を
発
出
し
た
。

◎
議
員　
移
設
予
定
の
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
の
用

地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
真
栄
原
区
の
学
習
等

供
用
施
設
の
移
転
を
求
め
る
が
見
解
を
伺
う
。
真

栄
原
公
民
館
は
建
設
か
ら
四
十
四
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
も
激
し
く
耐
震
構
造
も
満
た
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
交
流
フ
ロ
ア
が
二
階
に
あ
る
が
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
な
い
た
め
、
地
域
住
民
か
ら
は
早
期
の
建

て
替
え
を
望
む
声
が
あ
る
。
ま
た
、
当
公
民
館

の
土
地
所
有
者
か
ら
は
、
借
地
料
等
の
交
渉
、
市

に
よ
る
土
地
の
買
い
上
げ
等
の
要
望
も
あ
り
、
早

期
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
住
民
説
明
会
に
お
い
て
も
児
童
館
の
設
置
を

求
め
る
意
見
な
ど
が
出
て
お
り
、
市
所
有
の
土
地

で
あ
り
嘉
数
小
学
校
に
隣
接
す
る
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
、
学
習
等
供
用
施
設
と
児
童
館
を
統

合
し
て
建
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
当
該
跡
地
に
つ
い
て
は
、
先
日
実

施
し
た
住
民
説
明
会
で
の
御
意
見
や
た
だ
い
ま
議

員
か
ら
頂
い
た
御
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
関
係
部

署
と
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
一
歩
前
に
進
ん
だ
と
捉
え
る
。
早
期
の

事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員　
琉
大
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
、
年
内
に

市
道
喜
友
名
二
十
三
号
の
整
備
を
完
了
さ
せ
る
た

め
に
市
は
様
々
な
対
応
を
し
た
と
思
う
が
、
間
に

合
わ
ず
遅
延
し
た
理
由
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
雨
水
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
設

置
工
事
で
、
台
風
や
降
雨
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
、

潮
位
の
関
係
で
海
水
面
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
る

逆
流
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

◎
議
員　
市
道
の
整
備
が
遅
れ
、
琉
大
病
院
の
開

院
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
は
、
市
民
や
利
用
者
の

生
命
に
も
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
、
遅
れ
る

こ
と
は
本
当
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
建
設
部
に
お

け
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
技
術
が
不
足
し
て
い

な
い
か
不
安
が
あ
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

◎
市
長　
市
道
喜
友
名
二
十
三
号
を
で
き
る
限
り

早
く
供
用
開
始
で
き
る
よ
う
、
業
者
並
び
に
全
庁

的
に
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。
今

後
、
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
、
全
庁
挙
げ
て

危
機
意
識
、
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

◎
議
員　
市
民
が
待
ち
望
ん
だ
整
備
計
画
で
あ
る

た
め
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
市
民
参
加
型
芸
能
文
化
活
動
の
取
組
に

つ
い
て

◎
通
学
路
の
安
全
点
検
と
横
断
歩
道
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

◎
公
営
墓
地
整
備
計
画
及
び
事
業
進
捗
状

況
に
つ
い
て

◎
小
中
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て

◎
ラ
イ
オ
ン
の
子
保
育
園
の
給
付
費
等
の

不
正
受
給
に
つ
い
て

◎
地
域
防
災
に
つ
い
て

伊佐 哲雄 議員

平安座 武志議員

宮城 政司 議員
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その他の
主な質問

その他の
主な質問

【財政】自主財源確保と今後の取組について

【こども】ひとり親家庭における養育費について

【福祉】社会福祉協議会の駐車場の整備について

その他の
主な質問

◎
議
員　
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
い
て
、
養
育
費
は

大
き
な
支
え
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
本
市
や
県
母
子
家
庭
等
就
業

・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
無
料
法
律
相
談
、
ま
た

県
で
実
施
し
て
い
る
公
正
証
書
等
の
作
成
に
必
要

な
経
費
や
保
証
会
社
と
養
育
費
保
証
契
約
を
締
結

す
る
際
に
必
要
な
経
費
の
一
部
助
成
の
案
内
も

行
っ
て
い
る
。

◎
議
員　
他
市
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
か
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
県
と
同
様
の
事
業
は
那
覇
市
、

浦
添
市
、
糸
満
市
で
実
施
し
て
い
る
。

◎
議
員　
県
事
業
は
県
の
窓
口
で
申
請
し
な
い
と

い
け
な
い
が
、
三
市
は
市
町
村
の
窓
口
で
相
談
後

す
ぐ
に
申
請
で
き
る
。
本
市
で
も
養
育
費
の
取
決

め
に
対
し
支
援
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
県
や
那
覇
市
等
の
取
組
を
参

考
に
実
施
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
養
育
費
は
子
ど
も
の
た
め
の
も
の
。
ひ

と
り
親
家
庭
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
宜
野
湾

市
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

◎
議
員　
た
ば
こ
税
収
を
安
定
的
に
得
る
た
め
に

は
、
企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ

と
考
え
る
。
令
和
七
年
度
、
八
年
度
に
は
本
市
の

財
政
状
況
は
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
中

で
、
企
業
を
他
市
へ
逃
が
さ
な
い
取
組
も
必
要
だ

と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
数
年
に
わ
た
り
基
準
財
政
収
入
額

に
大
き
な
影
響
は
あ
る
も
の
の
安
定
的
な
収
入
に

な
っ
た
場
合
、
令
和
四
年
度
当
時
よ
り
も
約
二
億

円
の
財
源
の
増
額
が
期
待
さ
れ
る
。

◎
市
長　
企
業
の
皆
様
方
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き

入
れ
な
が
ら
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
形
で
取
り
組
め

る
よ
う
私
自
身
も
対
応
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
宜
野
湾
市
の
発
展
、
そ
し
て
企
業
の
皆
様
方

が
納
税
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
て
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

◎
議
員　
本
市
に
は
十
七
年
間
た
ば
こ
税
を
納
め

て
貢
献
し
て
い
る
会
社
も
あ
る
。
今
後
、
事
業
拡

大
を
し
て
も
っ
と
宜
野
湾
市
へ
貢
献
し
た
い
と

伺
っ
て
い
る
た
め
、
企
業
が
働
き
や
す
い
環
境
を

作
り
、
市
外
へ
逃
が
さ
な
い
、
自
主
財
源
を
確
保

す
る
取
組
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員　
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
と
利
用
実
績

に
つ
い
て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会

福
祉
に
関
す
る
活
動
の
活
性
化
、
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
に
設
立
さ
れ
、

現
在
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
同
協
議
会
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
入
居
し
て
い
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡

協
議
会
等
の
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
方
々
の
活
動

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
、
ま
た
児
童
発
達
支
援
事

業
所
愛
育
園
に
も
多
く
の
児
童
が
通
っ
て
い
る
。

◎
議
員　
社
会
福
祉
協
議
会
駐
車
場
の
現
状
は
、

路
盤
材
の
構
成
が
雨
風
で
流
さ
れ
、
ほ
ぼ
石
だ
け

の
状
態
で
あ
る
た
め
、
歩
行
す
る
と
足
が
痛
く
な

り
、
車
で
走
行
す
る
と
摩
擦
が
無
く
滑
る
。
そ
の

よ
う
な
現
状
を
把
握
し
て
い
る
か
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
平
成
二
十
五
年
八
月
よ
り
社

会
福
祉
協
議
会
へ
駐
車
場
と
し
て
貸
与
す
る
に
あ

た
り
、
市
で
砂
利
を
敷
い
て
対
応
し
た
と
聞
い
て

い
る
。
利
用
者
が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
市
に
整
備
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
は
、
一
緒
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◎
お
む
つ
定
期
便
に
つ
い
て

◎
児
童
扶
養
手
当
の
毎
月
支
給
に
つ
い
て

◎
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
女
性
へ
の
人

権
に
対
す
る
問
題
に
つ
い
て

◎
津
波
警
報
に
係
る
避
難
行
動
及
び
避
難

訓
練
に
つ
い
て

◎
本
市
の
交
通
渋
滞
の
現
状
と
対
策
に
つ

い
て

◎
ミ
マ
モ
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

◎
選
挙
に
よ
る
小
中
学
校
運
動
会
の
日
程

変
更
に
つ
い
て

◎
里
道
等
の
管
理
に
つ
い
て

伊佐 文貴 議員

座間味 万佳 議員

宮 城　克 議員
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【福祉】乳幼児のベビーミルク支給について

【福祉】保育行政について

【健康】帯状疱疹ワクチンの定期接種に向けての本市の対応について

その他の
主な質問

その他の
主な質問

◎
議
員　
胎
児
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
子
供
を

大
切
に
し
、
健
康
に
育
つ
よ
う
、
ベ
ビ
ー
ミ
ル
ク

支
援
の
好
事
例
と
し
て
、
本
部
町
は
現
在
、
官
民

連
携
を
行
い
、
栄
養
不
良
者
が
１
人
も
い
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
が
健
康
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
分
か
れ
目
で
あ
る
。

　
現
在
、
ベ
ビ
ー
ミ
ル
ク
を
薄
め
る
状
況
が
宜
野

湾
市
、
沖
縄
県
、
全
国
で
も
出
て
お
り
、
内
臓
を

悪
く
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
健
康
な
成
長
を

市
が
保
障
で
き
た
な
ら
、
子
供
が
健
康
で
母
親
も

笑
顔
で
働
け
る
自
立
の
道
へ
歩
め
る
。
兵
庫
県
明

石
市
に
お
い
て
も
、
子
育
て
に
力
を
入
れ
た
た
め

街
が
元
気
に
な
っ
て
お
り
、
宜
野
湾
市
こ
ど
も
の

食
を
支
え
る
基
金
を
使
っ
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

乳
児
の
命
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
長
の

御
見
解
を
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
令
和
七
年
度
は
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
ミ
ル
ク
を
含
む
食
料

提
供
を
行
う
た
め
予
算
を
確
保
す
る
予
定
で
あ
る
。

◎
市
長　
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
、
生
活
環
境
を

守
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
行
政
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
行
っ
て
い
き
た
い
。

◎
議
員　
保
育
士
の
確
保
、
処
遇
改
善
並
び
に
令

和
五
年
度
の
待
機
児
童
数
及
び
潜
在
的
待
機
児
童

数
を
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
令
和
五
年
度
の
待
機
児
童
数

は
三
十
二
名
、
令
和
六
年
度
は
三
十
五
名
、
潜
在

的
待
機
児
童
数
を
含
め
る
と
百
七
十
六
名
で
あ
る
。

◎
議
員　
保
育
士
就
労
促
進
事
業
に
お
け
る
支
援

交
付
金
の
支
出
額
を
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
令
和
五
年
度
が
十
六
名
の
活

用
で
、
百
六
十
万
円
の
支
出
、
令
和
六
年
度
は

四
十
七
名
分
を
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

◎
議
員　
潜
在
保
育
士
の
確
保
並
び
に
潜
在
保
育

士
の
支
援
を
伺
い
た
い
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
令
和
五
年
度
は
十
六
名
の
保

育
士
就
労
で
、
潜
在
保
育
士
は
ニ
名
で
あ
る
。

◎
議
員　
待
機
児
童
を
解
消
す
る
に
は
保
育
士
の

確
保
は
必
須
で
あ
り
、
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
制
度
の
活
用
は
保
育
士
確
保
に
つ
な
が
る
。
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
潜
在
保
育
士
の
再
就
職
の
支

援
に
潜
在
保
育
士
名
簿
活
用
と
併
せ
て
事
業
の
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
女
性
及
び
こ
ど
も
た
ち
を
性
暴
力
か
ら

守
る
対
策
に
つ
い
て

◎
こ
ど
も
・
学
生
会
議
等
の
開
催
に
つ
い

て

◎
介
護
支
援
専
門
員
の
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク

に
つ
い
て

◎
多
目
的
運
動
場
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

その他の
主な質問

◎
議
員　
国
の
予
防
接
種
法
で
令
和
七
年
度
よ
り
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が
任
意
接
種
か
ら
定
期
接
種

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
厚
生
労
働
省
よ
り
自
治
体
向

け
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
定
期
接
種
Ｂ
類
疾
病

に
位
置
づ
け
、
定
期
接
種
開
始
を
令
和
七
年
度
か

ら
と
す
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
国
の
予
算
の
閣

議
決
定
後
、
自
治
体
に
通
知
が
な
さ
れ
る
こ
と
か

ら
引
き
続
き
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
対
象
年
齢
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
対
象
者
を
六
十
五
歳
の
者
と

し
、
そ
れ
を
超
え
る
方
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
と

し
て
五
歳
年
齢
ご
と
に
位
置
づ
け
る
と
し
て
い
る
。

◎
議
員　
五
十
代
の
罹
患
も
あ
る
た
め
、
本
市
と

し
て
は
対
象
と
な
ら
な
い
世
代
に
対
し
て
は
、
公

費
助
成
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

◎
健
康
推
進
部
長　
予
算
の
確
保
な
ど
検
討
に
時

間
を
要
す
る
た
め
、
ま
ず
は
国
の
示
す
定
期
接
種

に
向
け
調
整
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
定
期
接
種
に
よ
り
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
も

掌
握
で
き
る
と
考
え
る
。必
要
と
す
る
市
民
を
し
っ

か
り
掌
握
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

◎
交
通
弱
者
の
方
々
へ
の
支
援
に
つ
い
て

◎
本
市
の
建
設
工
事
に
お
け
る
働
き
方
改

革
の
取
組
に
つ
い
て

プリティ
宮城 ちえ 議員

上地 安之 議員

下 地　崇 議員
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総務常任委員会

日程：１月 27 日～ 29 日
視察先：東京都豊島区、墨田区
視察項目：
・としまみどりの防災公園（イケ・サン
パーク）について（豊島区）
・UDC すみだについて（墨田区）

　
議
員
研
修
を
開
催

　「
災
害
発
生
時
に
議
会
は
ど
う
動
く
か
」

　
十
二
月
定
例
会
　
主
な
議
案
審
議
内
容

　
　
　
委
員
会
　
所
管
事
務
調
査

宜
野
湾
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

乳
幼
児
の
「
命
と
健
康
を
守
る
」
為
の
寄
り
添
い

支
援
体
制
に
つ
い
て
に
関
す
る
陳
情

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

同意

採択

可決

　
去
る
一
月
三
十
一
日
、
本

市
に
て
災
害
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
お
き
な
わ
理
事
の

稲
垣
暁
氏
を
講
師
に
「
災
害

発
生
時
に
議
会
は
ど
う
動
く

か
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
講
話
後
に
、
議
事

堂
で
災
害
を
想
定
し
た
避
難

行
動
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
は
、
今
般
の
県
企
業
局
の
水
道
料
金

改
定
に
伴
い
、
本
市
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
環
境
の
確

保
・
物
価
高
騰
等
の
諸
般
の
情
勢
に
伴
う
市
民
や
事
業
者
へ

の
負
担
軽
減
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、本
市
水
道
料
金
を
改

定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
断
水
時
に
供
給
の
あ
る
飲
料
水
な

ど
、非
常
時
に
使
用
す
る
水
道
料
金
も
増
加
と
な
る
の
か
質

疑
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
給
水

な
ど
に
使
用
す
る
水
に
つ
い
て
は
、基
本
的
に
は
市
民
か
ら

料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
な
く
、収
益
の
な
い
無
収
水
量
と

し
て
計
上
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　
本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。議

案
の
主
な
内
容
は
、
現
教
育
委
員
の
大
川
実
氏
が
令

和
六
年
十
二
月
二
十
四
日
付
で
任
期
満
了
す
る
の
で
、
再
び

同
氏
を
任
命
す
る
た
め
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
第
四

条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
得

る
必
要
が
あ
る
と
の
内

容
で
あ
る
。

　
本
会
議
の
表
決
に
当

た
っ
て
は
、
全
会一致
で

同
意
さ
れ
た
。

陳
情
の
主
な
内
容
は
、
現
状
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
産

婦
へ
の
新
生
児
訪
問
、助
産
師
や
保
健
師
訪
問
の
際
に
ミ
ル

ク
を
お
届
け
す
る
支
援
体
制
が
無
く
、産
褥
期
で
体
を
休
め

る
時
期
に
、困
窮
世
帯
の
産
婦
が
ミ
ル
ク
の
確
保
に
心
を
煩

わ
せ
る
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
た
め
、新
生
児
訪
問
後
に
ミ

ル
ク
等
が
必
要
な
世
帯
へ
早
急
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、相
談

支
援
と
と
も
に
物
的
支
援
も
で
き
る
行
政
支
援
の
早
期
拡

充
を
希
望
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、宜
野
湾
市
こ
ど
も
の
食
を
支
え
る
基

金
条
例
の
基
金
も
支
援
に
充
て
ら
れ
る
か
質
疑
が
な
さ
れ
、

こ
れ
に
対
し
、基
金
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

な
さ
れ
た
。

　
本
会
議
の
表
決
に
あ
た
っ
て
は
、本
陳
情
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

令和６年度宜野湾市一般会計補正
予算を全会一致で可決12月定例会

　第462回宜野湾市議会定例会は、12月５日か
ら24日までの20日間の会期で開かれました。
　今定例会は、令和６年度宜野湾市国民健康保険
特別会計補正予算（第４号）を含む43件にわた
る議案等が審議され、１名の議員による市道喜友
名２３号の供用開始の遅れの件に関する緊急質問
も行われました。

主な議案
○令和６年度宜野湾市一般会計補正予算（第８号）
○宜野湾市水道事業給水条例の一部を改正する条
例について

会
期
日
程
・
議
決
結
果
等
の

詳
細
は
こ
ち
ら

大川　実 氏
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種 類 件　　　名 議決結果 

議 案 

令和６年度宜野湾市一般会計補正予算
（第８号） 原案可決 

令和６年度宜野湾市国民健康保険特別会
計補正予算（第４号） 原案可決 

令和６年度宜野湾市介護保険特別会計補
正予算（第２号） 原案可決 

令和６年度宜野湾市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号） 原案可決 

令和６年度宜野湾都市計画西普天間住宅
地区土地区画整理事業特別会計補正予算

（第２号）
原案可決

令和６年度宜野湾市水道事業会計補正予
算（第２号） 原案可決 

令和６年度宜野湾市下水道事業会計補正
予算（第１号） 原案可決 

宜野湾市個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決 

宜野湾市職員定数条例の一部を改正する
条例について 原案可決

宜野湾市部設置条例の一部を改正する条
例について 原案可決

宜野湾市指定介護予防支援等の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例及び宜野湾
市地域包括支援センターの包括的支援事
業の実施に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

原案可決

健康・食育ぎのわん 21 推進協議会設置条
例の制定について 原案可決

宜野湾市手数料条例の一部を改正する条
例について 原案可決 

宜野湾市建築基準法施行条例の一部を改
正する条例について 原案可決 

宜野湾市道路占用料徴収条例の一部を改
正する条例について 原案可決 

宜野湾市水道事業給水条例の一部を改正
する条例について 原案可決 

宜野湾市立学校設置条例の一部を改正す
る条例について 原案可決 

宜野湾市立中央公民館の設置、管理及び職
員に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決 

宜野湾市西普天間住宅地区区画道路の電
線共同溝工事の委託に関する令和５年度
協定の締結に係る議決内容の一部変更に
ついて

同 意 

第五次宜野湾市総合計画基本構想の策定
について 原案可決 

種 類 件　　　名 議決結果 

議 案

中部広域市町村圏事務組合の規約の変更
について 原案可決

市道の認定について 原案可決
令和６年度宜野湾市一般会計補正予算

（第７号） 原案可決

令和６年度宜野湾市一般会計補正予算
（第９号） 原案可決

令和６年度宜野湾市国民健康保険特別会
計補正予算（第５号） 原案可決

令和６年度宜野湾都市計画宇地泊第二土
地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

令和６年度宜野湾市介護保険特別会計補
正予算（第３号） 原案可決

令和６年度宜野湾市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第３号） 原案可決

令和６年度宜野湾都市計画西普天間住宅
地区土地区画整理事業特別会計補正予算

（第３号）
原案可決

宜野湾市職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例について 原案可決

宜野湾市議会議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例及び宜野湾市特別職の
職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例について

原案可決

宜野湾市会計年度任用職員の給与及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条
例について

原案可決

教育委員会委員の任命について 同 意

認 定

令和５年度宜野湾市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 認 定

令和５年度宜野湾都市計画宇地泊第二土
地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認 定

令和５年度宜野湾都市計画佐真下第二土
地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認 定

令和５年度宜野湾市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について 認 定

令和５年度宜野湾市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について 認 定

令和５年度宜野湾都市計画西普天間住宅
地区土地区画整理事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

認 定

陳 情 乳幼児の「命と健康を守る」為の寄り添い
支援体制についてに関する陳情 採 択

報 告
令和５年度西普天間住宅地区区画道路築
造工事（１工区）請負契約に係る議決内容
の一部変更に関する専決処分の報告につ
いて

報 告
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弘

上
地
安
之

下

地

崇

伊
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嶺
井
拓
磨

知
念
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明
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里
広
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伊
佐
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雄

宮
城
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屋
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千
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間
味
万
佳

我
如
古
盛
英

プ
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テ
ィ

宮
城
ち
え

宮

城

優

議　案
第 88 号

宜野湾市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例に
ついて

12
月
24
日

原
案
可
決

25 24 18 6
議　
長
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × ×

認　定
第１号

令和５年度宜野湾市一般会
計歳入歳出決算の認定につ
いて

12
月
24
日

認　
定

25 24 18 6
議　
長
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × ×

○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席　●議会議員定数 26 名　現員数 25 名（議長は可否同数の場合を除いて、採決には加わりません。）
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